


セイコーデジタル技術解説・外装編の使い方

本編は、セイコーテγ タルの外装構造の分解 ・組立方法及び、その際の注意事項について、図を中

心にわかりやすく解説しであります。

構 成

大きく分けて、次の 4つの項より構成されています。

安セイコーデジタルケース番号別構造一覧表

（ケース番号は若い順にならべ、そのケース ・ボタ ン構造記号を記してあります。）

安ボタン部構造概要及び取扱い方法一覧表

（ボタンのある時計について、ボタン部の構造説明をまとめてあります。）

女セイコーデジタルケース構造概要一覧表

（縦に裏ブタ部、横にガラス部の概略説明しであります。縦横の交ったところに構造断面立体

図が載っていますので、概略を知ることができます。）

構造記号の構成

2G2・2
I r ↑ ーとは作l=J'Jiifli.J＇~ーの追番

ガラス部の構造
｝基本構造

裏ブタ部の構造 ）

安ケース構造別技術解説

それぞれの構造について分解 ・組立方法及び注意点を詳細に解説してあります。

使用方法

実際に本編を使用するときの要領を説明します。

①時計の裏ブタをみて、ケース番号を確認します。

②ケース番号別構造一覧表（緑頁）で、そのケースの構造記号を確認します。

（ケース番号の下4ケタ目は柿造が異なる場合のみ記載してあります。）

③ケース構造別技術解説の該当頁に詳細解説がありますので参照しておこなって

ください。 またボタンのある場合、ボタン部構造概要及び取扱い一覧表も参照

してくアごさい。

保守方法

例

0432-400 

1 G2 
ボタン音~ I 

1 G2 

ボタン音~ I 

新構造の時計が発売された場合は、その外装技術解説頁を追加発行しますので、番号 ・記号の

順に綴じ込んでください。

追加モデルのケース番号 ・構造は、デジタル外装部品セット表を参照してくだきい。



セイコーデジタyレケース番号別構造一覧表 19作 7月現在

ケース番号 構造記号 ボタン部 ケース番号 構造記号 ボタン部

0139 - 500 lN 

0432 - 400※1 lG2 I 

- 4001 2G2 I 

- 402 5L I 

- 403 2G2-l I 

- 500 1G3 I 

- 5001 2G3 I 

0531 - 001 4G3 

0533 - 500 lN 

- 502 4G3 

0534 - 500 lN 

- 501 4G3 

- 502 4G3 

0624 - 500 lE I III 

0634 - 500 lE I III 

0644 - 800 4P II III 

0654 - 500 4P II III 

0664 - 500 lL I III 

0674 - 500 lE I III 

A031- 500 lN-1 I III 

A159- 400 3G2 I 

M154- 400 2G2-2 I 

M158- 400 2G2-2 I 

M159- 500 2G2-2 I 

- 501 2G2-2 I 

※ 1：カ、、ラス部の分解 ・組立のときは、Aタイプの方を参照してください。



ボタン部構造概要及び取扱い方法一覧表

記号 構 i宣 取 扱

〔ガラス組込み前に ボタン部のゴミ、ケノ〈を完全に除去してください。〕

L、 方 3去

I 

1.ボタンをはずします。
ボタン止メ輪をはずし

てからボタンをはずし
てください。

2.ボタン部のゴミ、ケノ〈

を除去します。
ノ、ケでゴミ、ケノ〈を除

してく犬fさし、。

。後
に
確

す
み
実
か

ま
込
確
る

。

み
組
て
い
い

込
輪
し
て
さ

組
メ
回
れ
だ

を
止
を
き
く

ン
ン
輪
ト
て

タ
タ
メ

ツ
し

ポ
ポ
止
セ
認

令
d

ボタン止メ輪

II 
1.中オキをはずしたり、来t§.i込ん

だりする ときは、 必 ずボタン

を指で押えていてくださし ι

コ

ボタン止メ輪

ケ
パ

V
B
E
A
 

T
－－
A
 

τ
E
E
A
 

1 .ボタ ンの溝にムーブメント

の接合部品を正しく セ ッ トし

ます。





コーデジタルケース構造概要一覧表セイ

p N L G3 G2 E 

ガラスヵ－：・.... ~ ッキンを介してガラスがガラス横Jfッキンガラスが外胴により裏ブタガラスがガラスノぐッキンをガラスがプラスチックパッガラスがガラス枠に接着さ

ガラス部精華i宣

ガラス縁で胴に固定されてを介してガラス縁で締めつに固定またはガラスパッキ介して外胴に押しつけられキンを介して外胴に固定さガラス枠は外胴れており、

います。下からダイヤ ル リけ・らオl、ンを介して胴に固定されて見切板でガラスをささえてれ ています。によ りノぐッ キ ン を介 して内ブタ部構造

ングで押し上げられています。います。

？＼ 

います。

ノ
／／  

ヘ

胴に押えつけられています。

内胴の板ノ〈ネが外胴

の 溝に喰い付いてい

ます口

板
。ハ
ネ
喰
付

裏ブタ外周の 突起が

外胴の溝に喰い付い

ています。

ダ

ボ

喰

付

2 

／／ 

ブタが胴の内

側に喰い付いて

います。

喰

付

内
ス

ナ

3 

ブタが胴の外

周に喰い付いて

います。

喰

外

イ寸

、フ

フ
4 

ブタにネジカど

ブfタ

胴に固定されて

切られており

カ〈、

B同とス
ク
リ
ュ
ウ

5 
います。

6 



ケース構造別技術解説



IE 

1 . ~講 i主

1-1 ガラス汗ISの村手立Z

ガラスカfガラス中乍に十妾おさオLて おり、ガラス村吋ま

外 ijlli］によりノマッ キンを介して内JJ!ulに.jltlえつけられて

し、まヲ 。

1-2 1 ブタ詐ISの構泣

内胴の板ノ〈ネが外胴の溝にII食いイナし、てい

2. す由

1討を 実頁 注枇I ill: 

αコ＞ t~~ 1v，五t
③注油然止

. シリコ ング リース50JI lj'~f v: 

3. づ子角卒 ・来且、

外胴のはずし方

・ 外m•1 と内 Ul•I を予ではさんだよ｜犬
態で下lχlのように板ノ〈ネを 1
つずつはずして分解 します。

（ドライバーXは s-2制 使l
JIJしてく fごさし、。 J 

(oラ

⑤パンキン

⑥見切板

中枠

内胴

タ十月同

ノぐッキン

キ反ノ〈ネ4ヶ所

ヰ反ノ〈ネ（2ヶ所のものと4ヶ所のものがあηます）

ヰ反ノfネ2ヶ月斤

〈組立順序〉

⑧ （臨時何

• f,反ノ 〈ネカ~~ff!S.P核’'Aに入って

L、るカ、石1主・，tぷしてく fごさし、。
－ 外月l•i］悲IL込後、ボタン舶の作

広U·~イ予を点検してくださし、。

⑦ 

⑥ 

⑤ 

④ 

⑧ 

⑩ 内胴 ①

②

⑨

⑩

 

⑨ロンク…M ン
②電池
①電池ブタ

（他陣寺の注意〉

・カ”ラスを.J"ll'し
つけた状態で

ハッキンのつ

ぶ tLH-イトを全
周にわたり雌

犯してくだ
L、。

（位時の注意〉

ム~t;1HrdlliL 1ilJ lニi'"f?i.1111’戸、ネノレ
)ft..（）＇＂｝ι切生以のゴミ、ケノ〈を
ノ、ヶで〉己令に払ってくだ

し 。

（組立時の注意）

・ムーブメント組込後、ロ ッ

クスイッチボタンのづ｜ き，•！＇，

し押 し込みができるか確認

してく fごさし、。

ボタン1ヰISの分解 ・キIL立 l，、
ボタン部構造概要／えび取拙

い万法・覧4長I、 Illを参照
してくえ了さし、。



1G2 

1 .構造

1-1 ガラス古ISの わ1Yf.；立

ガラスがプラスチ ッ クノマッ キンを介して外胴に回

忘されています。

1-2 長ブタ宵ISの柿 泣

誕ブタの板ノ〈ネが外月間の溝にII食い付いています。

2. 

実頁

. シリコングリース50万単も

C>セイコーウオッチ油 S- 6

見切板

プラスチックノぐッキン

3. 分解 ・車問、

裏ブタのあけ方

十lY..ノ〈ネを .jljlしなカど
‘以ブタ11¥lJへ移動

叱士

裏ブタのしめ方

キti.. ノ 〈ネを 1~ ＇ してタ十
IJl•Jへ llft＼，.、千lーかせ

く分解順序〉

⑧夕刊同

［子 y
イ本になっ てい
ので、；＇flS11111川削1lH与以
外は、分解する必裂：：

ありません。

④ゃパYキン

⑤
 

く組立JI慎序〉

⑤ 

④ 

⑧ 

⑥r フメント ② 

⑦ 裏ブタ

［ボタン ］ 
ボタン，，：メ輪J
ms川岐mu与以外｛
はずす必要はあ り

せん。

②電池 Q 
①
 

① 

⑥ 

⑦ 

f
 

る
し

斗
J

－

』

付
し
い

、lノ、
－
1
A
一
孟

－

豆んい州一一

一の一

を

、

く

一時
ニ
刷

は
で

一恒一

外

で
い

に
セ
維

が

く

カ

。

も
し
る
い

込
正
い
さ

、
ノ
み
が
て
だ

一
揖
一
組
ン
れ
く

一
似
一
を
キ
さ
て

一時
一
州

ツ
ト
し

歪
川
町
ハ
ツ
必

（組立時の注意）

• I:;/) 1A.庁ISをボタンf1i：世
ニイ干わせて組み込ん
てがくt.::さし、。
・組込み後、ボタンが
1111しjムダコるヵ、石雀，也、し
てくえごさ」、。

ボタンを交換したと

は、 医lのよ うに注油し
て組込んでください。

オてタ ン 宵ISグ〉ウ〉角平 ・キill.
立は、ボタ ン ~~IS柿泣
概要及びllii..J；投い j王法

- 'l!之ぷ I を参m~ し て
くfごさし、。

。ヵーラスmsグ〉タ〉角午 ・キ且
立方法は、次のペー

ジを参照してくだ
し、。



IG2 

ガラス部の構造には、次の 2つのタイプがあります。

Aタイフ （ガラス ・比切似をー祁に.jljlしてはずすタイプ） Bタイプ（比l;IJ似 を逃がしてガラスだけを押してはずすタイフ ）

く分解順序〉 く組立順序〉 く分解順序〉 く組立順序〉

(3) 

(2) 

(3）プラスチy クパyキンー 、、EE
，J
－E
・・・
，，st
‘、

(3) 

(2）プラスチy クパyキン一一 (2) 

、、‘l
，r

a

唱・・・・
，，f
t

、 ~ 

3-1ガラスのはずし方

・｜リ＇j；）＇＜.↑l[lj 紺；－ ~~ （ S - 220 ） を JIJ ＼，.、て

しコマ ：ガラスはずしコマ

-161）又はガラスはずしコ

マセ ッ ト＿（s -160) 
コ マ ：ガラスが過げ．られ

る伐のもの

・｜χ！のようにビニールなどをし

。し

フラスチックハッキン

3-2ガラスの組立て方
プラスチックJ ~－ ;1キン

(1）ブ。ラスチックノ、ッキンをセ ッ トし

-J!ti山川 したものは jlj.他JIJせずに忠！？、

しいブ。ラスチ ックハッキンに交J免し

くfごさ L、
｜：・ドを11¥Jj主えないようn.，むしてくださし 。

(2）比切似をセットし

• }l切似の以1(1jを係’ぷに)Jlri］へ街杭させてください。

・外川のスキマが必） .になるようにた心：してください。

(3）ガラスをセットします。 面取りがせまい クラス
・ガラスの長表を11¥Jj♀えないよう li乙むし I " k " 

てください。 商取ηヵぶ 。胴へ

(4）ガラスを.jljlし込みます。（s -220他JIJ ) 

胴へ

1111し込みコマ：ガラス.jljlし込み

コマ（S-173) 

・1: コ マ ：)Jl1i］の内向を’え・け
、jLるもの

-j…コマ

3-1ガラスのはずし方

・防；j(illllまffi・H(S -220）をjIJ L、て

．しコマ ：ガラスはずしコマ

ー161）又はガラスはずしコ

マセット （S-160) 

コ マ ：ガラスカワ韮lずられ
｜見切板

る径のもの

。し

‘ 
胴

• l:;<Iのようにビニールなどをし

いてくださし、。

－よll;JJ十lえを）！長カずしてガラスだけ
を.jljlしてはずしてくださし、。

3-2ガラスの組立て方

(1）比切中ti.をセッ トし

－ 比切似の以 1t1i を 雌’）~に IJHへ所不i してく

ビニ
ー－）レ

プラスチックJ ~－；，キン

／戸『＼

プラスチックノぐッキン

fごさし 。

(2）フ。ラスチックノ、 ッキンをセ ッ トし

・）主位jIJしたものは lり：f山JIJせずに新ら

しいプラスチックバッキンに交換して

くだ‘さし、。

(3）ガラスをセットし

・ガラスの以表ーはあリませんので以4長どちらでもセットホ・

胴へ

(4）ガラスを.jljlし込みます。（s -220悦 jIJ) 
.jljlし込みコマ ：ガラス押 し込み

コマ（S-173)

・1: コ マ ：IJln］の｜付任を，1:け ｜胴

、コれるもの



1G3 

1 .構＠

1-1 ガラス汗ISの中，Yf.)il.

ガラスがガラスノマッ キンを介して外JJl•i］ に .jljl しつけ

、れ、 見切中反でガラスをささえてい

1-2 長ブタ汗ISの緋 i立

長ブタの板ノ〈ネが外JJl••l の構に II食いイ寸いてい

ガラスノぐッキン

見切板

t由

．， 
C> 

泊三 ?rl1 ::u: 
Cに＞ -t！~~1v~ 1.－：上

③ 11ミ ？111 ~.だ l 卜．

やR 実H

シリコングリース50)f iji.f立

セイコ ー ウオ ッチ油 S- 6

2. 

ガラス部の分解・ 組 立 ）I頂序

・次 ページを参附してください。

〈組立順序〉

⑤ 
（阻時の浦）

－タキHI”］セ ソト1＆は十反〆〈
ネをuf：主いHけるまで
ま 災j~ しにしないで
えださ、、

⑧ 

④ 
（阻時の注意）

・タ十月｜箇lを制Libむ 1iijlニノ《
y キンか ii~ しくセ γ
トさtLてし、るヵ・f!'(li,..2.
してく t.； さ、、

ラナ角卒 ・永

〈分解順序〉

⑧外見同一
［カラスカラスハバンlムL切桜、ボタン、ボタン｜
rl：メ輪 J 
・1-1>:になっていますので、
部品似打lH年以外は分解する
必咲はありません

ブタのあけ方／ヘ

(4）裏ブタl斗 jノぐッキン

十t.i.,＜ネを｝＇I＇しな
から 災プタ 11¥11へ
作動させま

ン一グ
キ
ン
ツ
リ

作
白
入
一
パ

パ
受

山
竹
川
L
h

＼
l

ノ

出
U
か
た

｛

F
h
J
｝

似
ハ
V

ン
〈

／

f
l＼

ン
て
タ
て

＼
ノ
タ
ん
ポ
し

一
憲
一
一
ポ
込
、
犯

一
注
一
を
印
刷
後
政

一
川
一
部
も
み
か

一
明
一
欠
せ
込
る

一
組
一
切
わ
組
め

( 

3. 

② ⑥一ν 卜ー

一①， 
ボタンを交J免したとき
は1χ1<7)ようにru111して
カ、ら制Ljムんて’くた戸、、

十t.i.，＇ネをfillして
外m関lへl吹い付か
せます

U
ず
a，
＋必

ン

タ

メ
｛

タ

ブ

i
は
ん

ボ

裏

口
外
せ

＼
1
lノ

円
以
ま

ヲ
t
て

け
時
リ

／
f
t＼

ヘ
捌
あ
－Mm
カ

U
V
H

川
安

心
い
郎
必

ボタンf干JSのう〉角平 ・糾l、工は、ボタン汗JS中将i立fl!:
要及びlfx拙い刀法・覧ぷ Iを参閉してくだ
し、。

⑥ 

⑦ 

i也② 

① 



lG3 

3-1 ガラスのはずし方

ガラスはずしコマ （s -161) を使用してガラスをはず
してくださし、。

[Iまずしーラ川しコマ （s -161) 又は
カラスはずし～ト（s -160) l 

交 コ マ ：ガラスを逃げ．られる径のもの

φ16. 5mmのはずしコマ（ S-160） をイ店うときは、ガラ

スの＂I心を:jljlさずにできるだけ端に寄せ、）］同を左布L

しながら 、徐々にはずした方が見切板を変形させ

にはずせま

-カ’ラスはずしコマ(S-161) 

／戸、、

カ’ラスはずしコマセット
(S-160) 16.Smm 

3-2 ガラスのキ且立て万

1）ガラスノマッキンをセットします。

パッキン構に碓’j長に法ちつくようセッ トして くださ

い。 表裏をH'il:iiilえないようにセットしてください。

（図参照 ）

（シリコンは絶対にっけないでください。）

2）ガラスをセ ッ トし d- ，。

事を間i主えないように注立してくださし 。

勢姿み込E
 

φ
亦キy

 
ス－フカ⑨
 

~、3）見切板をセ ッ トし品ヲ 。

ボタンの穴位置を作わせ、表1l!IJから見切板がl闘がっ

ていないか石在主巴してくださし、。

4）見切J械を .f111し込み品ヲ 。

ボタンノfイフ。を迂長カずして.f111しiムんていくださし、。

キズ~｝j止のため、ヒ‘ニ一ル主．と、、を しいてくだ． さし 。

［…叩し込み止カラスはずしコマ

φ26.5mm I 

，立’コマ ：φ27.0～ 30.0mm J 

ボタンパイプ



1 .構厄

1-1 ガラス汗ISのわ時立t

ガラスが外胴によりノマッキンを介して内）］同に問主主されています。

2 

1-2 長ブタ書店の構泣

内胴の板ノ〈ネが外ij[ii］の溝にII食し、付いています。

す由

宇，E 実頁

・ー シリコングリース507)単 イ立

3. 分 解 ・如、

く分解順序〉

外胴のはずし方
⑧外胴

－タ十月｜”！と｜人jIJl•l を lまさんスゴ4犬！fr:
で・1--1χlのように十＇Iiノ〈ネを 1
つずつはずして分解し

④ガラス
〔ボタン、ボタン II・.メ輪〕

⑤ 裏 プタパyキン

⑥ノぐーリング

⑦ …ン卜

⑧中枠

⑩内胴

⑨ ロンー

② 電池

① 電池フタ

パッキン
パッキン受リング

中枠

1L  

く組立順序〉

⑦ 

（組時の注意）

・板ノ〈ネが全部伺i’ぷに入って
し、るヵ、石It:i.2.してく fごさし、。

・ 外月l•JMl込み後、ボタン矧の
作 !li7JJ－！.イ予を点検してくださ
し、。

（也時の注意）

• f.人・Jiilリの1:1U1HJをヒンセ y トで
占干ヌ：をつけ弘．いよう「主

てく t..！さし、。

⑥ 也監彰

⑤ 

④ 

．、1－：らな1ftfをドにしてキlljbん
でください。

（組時の注意）

・ムーブメント組込み後、ロ
y クス イ ッチポタンめ作動

nイ予を点検してくださし、。

ポタン：·~ISの分解 ・ まlliι

ポタン ms柿~概要＆びrrx.抜
い万法ー覧表 I、 Illを参照
してく fごさし、。



1-N 

1 ] プ1・・ ラス ii!Sグ）.filt）立

ガラス iJ＂ガラスf!1'i・ノ、 ッ キ ンを 介してヵ－ラス正法で・争市
めつけられ、 ｜ぐからダイヤルリングでJljlし l：げ．られ

ています

このダイヤルリングはガラス未公に11：人さ jLている

ためはずれません。

1 2 以7＂タ 汗ISのわ＇lj:j立

｜付JJl1i］の似 ノ〈ネが外 }jjii]の淋にu(tぃイJ1.-、てい

1. N存 j立

カ’ラス

ヵ・ラスキ策ノごッキン

ガラス縁

ガラス下ノぐッキン

2.注 油

i 手。R 主Ji i"t: 

・ー シリコングリ ー ス50)J iji_f,/: 

3. う〉角卒 ・走R、

・外胴のはずし方

lχI c7)ょう lこl'JIJっ たペコtつらカ、

な十傘で 611.r • 1211、判、工置にあ

るu［げ・1－＿，－；： ネを押 してはずし

てくた‘さし、。

ノ〈ネ；.巾

く分解順序〉 く組立順序〉

⑤ ガラス
・ガラス交換の場合

ガラス -_r.に （ヵ・ラス ・ガラ

ス紘 ・カ’ラ ス償ノマッ キ ン ・

ダイヤルリング） で交1~ し
てく cさ L、。

⑥
 

⑥ 
／／⑧ 

⑤ ⑦ズ－~：；.

⑨ ぷ与

② 

① 
⑧巻英付1山ズ

④ 
⑧電池 ⑨ 
②電池フタパyキン ⑩ 
①電池フタ ⑪ 



IN-.1 

ガラス横／ ~ッキン

ガラス~＂

オミタン

内胴

1 . ~溝＠

1-1 ガラスmsの村長j立
ガラスがガラス横ノマッ キンを介してガラス縁で締

めつけられ、下からガラス固定リングで押し上げら

れています。

このガラス固定 リングはガラス縁に圧 入されてい

るためはずれません。

1-2 ．長 ブ タ；'flSの椛 j立

l勾胴の板ノくネが外JJl••l の構に H食いイJ凶 し、 ています。 χ

タネフータは 、－.~池フ、、 タ に より内月同に l·' i l ／＿と さ オしてい ま

f『、

す由

｜ 不，E

. シ リコ ング リース50Ji Lji ·h／~ 

実JI

2. 

〈組立順序〉

⑧ 

く分解順序〉

分解 ・組、3. 

／一＼

土史Jイヤ｛二士、

く組立順序〉く分解順序〉

(1) 

⑥ 

⑤ 

④ 

⑥ ガラス

［カラス付 カラス悩 l 
キ ン 、 タイベ’Jレリ ン ク I 
fl~ I ト： ボタ ン 、 fl ~ d・：ボタ ン ｜
ii . メ ~H J 

· I~－：にな ゥ ていますので、
古111 '11' 1岐川 II .~＇以外は分解する

必 咲かあリません

⑦見切板
⑧え；：；.
⑨五刀 ・スピーカブロ ックの放音板のはずし方

&-＿；：~；7 
@) ⑩…ントパ

ブ
た

レ

一
〈

メ
ム
て

比
ら
し

正
ド

1

山

ν
dん
川
ー

へJJ
ト
て
リ

一ヨ
一
ン
し
取

一山一

メ
わ
を

1
’
 

一恥
一
フ
ま
ト

一僻一

一
を
ン
い

一動一

ム
一
メ
さ

、 うHI年

＠
 

ιょタキる と
し、。

渓肱7守中'Ji. を交-t~
しないでくだ

オてタン宵ISグ〉でう〉角卒 ・最JL.:rr.は； 、
ボ タ ン部 構造概要及びlf又撒
し、方法一覧表 I、 IIIを参照
して くfごさし、。

⑩
⑪
⑫
 

⑫内自問

⑪芝
④ 外ブタ

⑧ 
② 電池ブタパンキン

① 

／ 
ムーブメン卜

池



2G2 

1 . ,ft孝 江よ
1-1 カ‘ラス ，•m グ〉村長j立

ガラスが‘7。ラスチックノ、ッキンを介して夕刊l• i］ に l11il

シどさ jしてい

1-2 以ブタ .＇mの中。町立
以ブタの外 J ,' i］ の突起が外Jll•i］ の淋に喰いイJ 1,. 、てい

2. 7由

不毛

. シ リコ ング リース50

C>セイコー ウオ ッチ油 S- 6

3. 分解 ・組 立

く分解順序〉

⑧外胴
［カラス、比州、 71
ラスチックノ、ッキンJ
・i￥になっていますの
で、；＇0'i!S1'1111f波打lll年以外
分解する必まさはあり

せん

④裏フ…ン

⑤ ノザン受リング

⑥…ント

見七万板

プラスチック
ノ.；.／キン

裏ブタ

く組立順序〉

④ （也時の注意）

．世トJJloJを制ljAむ 1ilJに J、
〆キンか lト：しくセッ
トさHてL、るカ・6首I,J_ょ
してくたさい

⑧ （也時の注意）

• l;IJ欠；mをボタ ン｛ιii'c
に ｛＇；－ わせてキlljAんて
くf」さ L、
・キll込み後、ボタンか
f'l'i2』ゲヲるヵ・6首：，,2.して
くf、二三三、、

② 

⑦裏プタ
〔ポ夕ン ．ポ夕ン Ji：メ輪〕
行ISl’『t

必．宝主：があリません。

②電池 ⑥ 

①
 

① 

⑦ 

ガラス部の分解・組立順序

・ 次のへージを参mi. してく だ~~

く分解順序〉 〈組立順序〉

(3) 

( 3）~.；； 
ノぐッキン

、1
if

－－－－ 
，，，a
t

‘、

（組立時の注意）

裏ブタのしめ方

• T· でしまらない土必イ刊立 、 IW;J<fllリ紺i~J.s -220 
を仙川 し、千似 .j'ljl込みコマs-173をjI I~ 、

しグコてく fごさし、。

（位時の注意）

・ボタンを交換したときは、｜χ｜めように注油

してから組i込んでください。

ボタンtmのう〉角午 ・細い工は、ボタン汗IS.fiYよ江川＼！（
製法r.F1rx1&"、 ｝＇j法・此ぷ I を参m~ してくだ
し、。



2G2 

3-1 ガラスのはずし方

・｜切水側締具（S-220）を用いてはずしまヲ 。

[Iまずしコマ ：ガラ刈ずしコマ（s -161)又 は j 
ガラスはずしコマセット （S-160)1

受 コ マ ：ガラスを逃げられる径のもの J 
・図のようにビニー ルをしいてくださし ι

・見切板とガラスを一 緒に.jljlしてはずし

3-2 ガラスの組立 て方

(1) フ。ラスチ ッ クノマッキンをセットします。

・一度使用したものは、再使用せずに、新し いプラ

スチックパッキンに交換してください。

・上下を間違えないように注意してください。

(2) 見切板をセットします。

・見切板の裏面を確実に胴に密靖させてくださし、。

・外 周のスキマが均ー になるようにしてくださし、。

(3) ガラスをセ ッ トします。． を間違えないよう注意してください。
(4) ガラスを押込みます。（s -220使用）
（押込みコマ ：平板 （S-173) ¥ 

受 コ マ ：胴の内径を受けられるコマ／

* 見切板

プラスチック
ノぐッキン

ヵ・ラス

ビ．二一Jレ

プラスチックパッキン

ξ 。
胴へ

面取ηがせまい ガラス

／／ 

面取ηが広い
胴へ

／ 『＼

t 

ヵ・ラス

R同



2G2・1

1 . 中梓 j立

1-1 ガラス庁ISグ〉村ij立

ガラスカfフ。ラスチックノ、ッキンを介してタ1、IJl1i]に l・'il
〉とさ jLてし

1-2 以ブタ （11)の柿 .it:

以ブタ外j，サの 突起が外)Jl1ijの i1’与にl吹いイ・j-1,、てし

す由

干世 実頁 注 油量

C丈〉松・u終ill
③注油然止

2. 

. シ リコ ング リース507]ljtイf

C>セイコー ウオ ッチ油 S- 6

3. ク〉角卒 ・キU]_＼」

〔カラス・フラスチック
ノ、 y キン〕

・H：になっていますので、カ。
ラス交換JI、子以外は分flJ午する必

要はあリません。

て

は

。

し
し

て
い

山

さ

い
さ

し
だ

っ
だ

仰

く

に
く

に
て

油
て

側
し

注
し

、ノ

外
ト

の
照

一
清
一
を
ソ

部

参

一
町
一
ン
セ

ン
を

一
時
一
タ
ら

タ

h

亙

ポ

か

ポ
れ

く分解順序〉

（分解時の注意）

・災ブタと －柿に ，，，枠 しは

;I Lま－9

①裏ブタ

ブタのあけ方 ⑧電池 ⑥ 
I I λ 
4・ ／ 。v」，，
，，，，ぺ。シ七戸

て長<9);) 2 
②中枠 （組立時の注意）

• l:e<I の Jjla•J にセ ットしてくだ
」、。

｜二ドをiil!＇こしなし、ょう｛こ f主
必：してく fごさし、。

ブタのしめ方 ⑥
 ＼～一④ 〔竺そ~~·J ンクと外H川

llllに世ff'Ji.にセツトしてくだ
L、。

ガラス 1(1jを ，，.にして Tーで押
しj込んで・くたさし、

・ガラスにキズをつけない

うにしてくださ~'o 
・＇d.L池のf¥i：；丘をずらさない
うにti：.む；してく t.！ さし ⑤ノf沖／~I）／~－ ② の

、
。
注

外
一
一
う

を

y
よ

起

代
、

突

ど

な

い

の
か
し
詳

1
ノ
川

あ

に

だ

一清
一
め
じ
辺
く

一
市
川
一
決
さ
を
て

一時
一
山
欠
ド
し

豆
似
切
卜
一
立

⑦外胴 ① 
ボタン汗ISの分解 ・最ll、／：.静、
ボタン if;IS柿~概要／え tFl以J；縫
い }j法・覧ぷ I を参m~ して
くc詳し、

ガラス汗ISのう〉角平 ・キn、工｝j法
立、次のべージを参！！代 して
くた’主主L、
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3-1 ガラスのはずし方

・胴の内側lにセーム皮を当て、指で外側IJへ 抑 してはず

します。

ていはずれない場合は、｜りj水似IJ締具 （s -220） を
いてはずします。

…ーセ Y ト（s -160)] 
［＇まずしコマ ：…ずしコマ（s -161)又は

受 コ マ ：ガラスを逃げ．られる径のもの

・関のようにビニールなどをしいてくださし ー。

3-2 ガラスの組立てノJ

1）フ。ラスチックノマッキンをセットします。

・一度使用したものは、再使用せずに、新しいプラ

スチックパッキンに交換してくださしー。

をまちがえないように注意してくださし、。

（図参照）

2）ガラスをセットします。

・ガラスの印刷にキズをつけないように注立してく

アごさし、。

3）ガラスを押し込みます。（ s -220使用）

［押し込みコマ ：平板 （S-173)

受 コ マ ：胴の内径を受けられるもの

セーム皮

t 
プラスチック
ノぐッキン

カeラス

ビニール

プラスチックノ ~·；；キン

妥ぞミミ。
胴へ

／｛、、

主申し込みコマ
t 

、、

カ．ラス

月伺

受コマ



2G2・2

1 . ,f蒋立よ

1-1 ガラス汗ISの わ可j立

ガラスカfフ。ラスチックノぞッキンを介してタ十)Jl1i］に l11il ガラス

ユとされてし

1-2 以ブタ庁ISの柿j立

以ブタ外｝，＇iJの突起が外ijlii］の得に II食いイ、j・1,、てし

2.注油

平，R 業ti

・ー シリコングリース50JI Jjt似

3. 分解 ・組三L

裏ブタのあけ方

裏ブタのしめ方

⑧ 

・ガラス面を下にして
手あるいはs-220で
しダ〉てくえfさし、。

・ 必ず nl•l を下にしてお
こなってください。
以ブタをドにすると
組込み性が悪くなっ
たリ、ノ、ッキンカどよ

じ1したニリし

見切板 プラスチックノぐッキン

く分解順序〉 〈組立順序〉

① 

② 

⑨電池ブタ

⑧電池

〕＼ ］ ⑥~~時の注意）

［③ー③カ似は｜ずれます。

ー－f,f>:汚IS1'11'1を出i返して
分解していきます。

⑨

⑨

 

③4 

(4）ムーブメント
） （ 但時の注意）

ボタンイナどさJ'.£.のf1］：山を
イヤわせてキli込んでくだ
し、。

⑧ 裏フタパンキン

④ (2）パンキン受リング
） （阻特の注意）

A工 9=• グ〉→ナライをオてタン
イ.fど島氏の位置に令わせ

め てください。
I I rn同

［ーフラスチ ~iクノ、ッキン、主ιl;IJ私4、｜
ポタン③、⑮、ポタ｜
ン③、⑮11ニ〆輪 j

ボタン<N.⑮

、1B
1
1
1
1
1
1
1
1
5，
ノ

る
せ
た
泊

。

す
ま
し
住
い

u
r
E
’u
r

－－ 

偽
円

1
1
品

月

‘

c

分
あ
分
は
だ

ま
は
、
に
く

北
安
が
ん
けて

辿
必
ん
場
し

〆’’aBE
B
E
E－
－
a
l
a

－‘、、

__J 

ボタン l~ISの分解 ・ 組立は、ボタ ン 1守IS附j立概
要／えびlfx-t＆い万法一 覧表 Iを参照してくだ
さし、。
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3-1 ガラスのはずし ）J

• Jl)j水 il!IJ締具（S-220）を Jfj＼，、てはずし

… 一セト（s -160) l ［まずしコマ ：カラーし コマ（S-161）又は

叉・ コ マ ：ガラスを逃げ．られる径のもの

• l:><Iのようにビニールをしいてくださし ー。

－凡切板とガラスをいっしょに.fillしてはずし

( s -161をイ主う II与には 、モデノレによりガラスのみを
.fljlす場合があ ります。）

・比切板とガラスの11¥Jが離 れているモデルは、 必 ず 見

切十反を.it昼カfしてガラスだけを.fLJIしてくださし 。

3-2 カ。ラスの来Il立て ）j

(1) フ。ラスチックノマッキンをセットしま.， 0 

・一度使用したものは、再使用せずに 、新し い プラ

スチックパッキンに交換 してく だ さい。

l二下をH¥Jj与えないように注志してくださし ι

(I刈参照）

(2) 比 切板をセットし

・5ι切似の袋1fri＇を椛’'.Mに )Jin］にを：－x1させてください。

(3) ガラスをセットし

l二下を「l¥Jj主えないように注なしてください。

(I刈参照）

(4) ガラスを.fljlし込みます。（ s -220イ史HJ)
.flJIし込みコマ ：平板 （S-173)

’立’ コ マ ：フロントボタンタイプとサイド

月同

ボタンタイプとでは受け 万が異

なり

ド｜χ｜のように’立’けてくださ い。

フロントボタンタイ 70

~ 

ノぐッキン受
リンク’をプ干して
受けます。

（ボタンを逆差が
すため）

手甲しi込みコマ

' 
ビニール

，ー、、
プラスチックノぐッキン

、‘ー

胴 へ

面取りがせまい カ．ラス

II ／／ 

// 

／／／／  

面取ηヵ勺玄い

。
胴へ

サイドボタンタイプ

t 

カ．ラス

一一ー月同

受コマ
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1 . ,f，持 込三

1-1 カ。ラス汗ISの宇佐j立

カラスがガラスハッキンを介して外 JJl1i］に .J"ljlしつけ

らiL比切卒以で‘ガラスをささえてし

1-2 以ブタ汗ISのキ昨j立

以ブタ外 J,•;J の突起が外)JI日！の鴻に l氏いイJ し、てし

2. 注 油

種 実頁

.. シ リコ ングリース50万単位

C>セイコー ウオ ッチ油 S- 6

3. う〉向洋 ・来且 、

［カラス カラスバ ·~.i
キン、 .h！.切十'IX、ポタ｜
ン、 オてタン II：メ＋冷イ・j・J 
イ本になっていますの
で 、汗IS1'11：岐行iH、子以外
分解する必要はあり
叱士／し

外胴のはずし方

〆｛

〔ボタン・ボタンJI二メ＋冷〕
／~IS 品似dH ll与 ιよタ十はう.Hi平
る必~己はありま叱士ん。

く分解順序〉

⑧外胴ー

⑤ 

④恕ンー
パ
ツ
リ
比

’

s
 

に
セ
叶
叫

が
く
カ

む
し
る
い

込
正
い
さ

印
刷
が
て
た

を
ン
れ
く

刷
キ
さ
て

外

ソ
ト
し

⑤~；；＝；；.－＇ ⑧ （組立時の注意）
• l;IJ欠 f'il¥1:ポタ ン似；泣
にイ干わ叱tて制lj.！＇とんでヤ
< tごさ L、
.,m込 み 後、ポタ ンカ、
i'llしj1'グヲるカ‘百羽t,..2.し
てくたさい

② ⑥…ントー

ボタン
① （但時の注意〉

ボタ ンを 交f~ したと
きはじ＜Iめように注油
しでから組み込んで
くfごさし、。

② 

① 

⑥ 

⑦ 

パッキン受リング

裏ブタ

く組立順序〉

（組立時の注意）

・ガラスを押 さないように注Jなしてください。
．下でしまらない場イトは，・l1Jj7J'<.1l!IJ締よ-l-s -220 
を使用し、半版.j'ip込みコマ （S-173） を他
HJしてしグコてく fごさい。

ガラス部の分解・組立順序

・次ページを参照してください。

く分解順序〉 く組立順序〉

ーボタ ン部の分解 ・組立は、ボタン部構造

概要及び取抜い方法－.覧表 Iを参照して
くfごさし、。
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3-1 ガラスのはずし刀

ガラスはずしコマ （s -161) 
してくだ‘さし、。

を使用してガラスをはず

…一セy 卜（ s一160)

[Iまずしコ …はずしコマ
受． コ マ ：ガラスを逃げられる径のもの

φ16.5mmのはずしコマ（s -160）を使うときは、ガラ
スの中心を押さずにできるだけ端に寄せ、月間を左右に

ずらしながら、除々にはずした方が見切板を変形させ

ずにはずせます。

3-2 ガラスの組立て方

1）ガラスノマッキンをセットします。

パッキン溝に確実に落ちつくようセ ッ トしてくださ

い。 表裏を間違えないようにセットしてください。

（図参照）

（シリコンは絶対につけないでください。）

2）ガラスをセ ッ トします。

哀を間違えないように注意してください。

3）見切板をセットします。

ボタンの穴位置を合わせ、表側から

ていないか石雀言忍してくださし、。

4）見切板を押し込みます。

切〕キ反カf曲 カfつ

ボタンノマイフ。を迂包カfして押 し込んでください。

キズ｜坊止のため、ヒ‘ニ一ルな．と‘、をしいてくだ、さい。

［…みコ
φ26.5mm I 

受’コ？ ：φ27.0～ 30.0mm J 

-

：：～明：；

カ’ラスはずしコマ
(S-161) 

ヵ・ラスはずしコマセット
(S-160) 16.Smm 

／ーヘ

／戸、、
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1 . ,f,Yf- ）立

1-1 ヵーラス ，.－TISグ〉村よj立

ガラスカfフ。ラスチックノマッキンを介して外）JI司に l・'il

孔三さ lLてし

2.注油

平・1T(

カ’ラス

点班点

・ー シリコング リース50)j ijl仙：

裏ブタ3. づ〉角卒 ・来且ム

〈分解順序〉

裏ブタのあけ方

ザ手
先 illのせまい111リあ
ナを仙川すると、
スムー ズにあけ、

;/L 

裏ブタのしめ方

~ブタ外径にイ？っ
た .j"ljl込みコ？を佐

川して押し込んで
くfごさ L、。

外周汚ISを.j"ljlすと入
りやすし、構造にな

っ ています。

（押込みコマ ） φ29.0まfニは；
φ29.5 
受コマ ：平板コ

マs-173 

（分解時の注意）

・外 J,'i]にあるr,'lf,にどン
セ ッ トを、＇＇ 1ててコジ

uγてく fごさい。

く組立順序〉

① ⑥ 

②電池 ⑤ 

⑧
 

④ 

④烹ゴン

⑤中枠ー

⑧ スピーカ部 r 、
のサラィ L組立時の注意）

・ハソ キンを鮒’J起
にセ y 卜してく

ださい -

(2) 

（位時の注意）

・スヒーープ・7)';1＼グ〉→ナ
ライをスビーカ
f占：ii'(に、ボタ ン
ノ、イ 7・m1グ〉→ナラ
イをオてタ ンf占：ill
にイ干わせて くた
さ、、

・ %フ’ タを fljl し i~
むまではボタ ン
をf111さなL、よ う
に してく たさい

① 

ガラス部およびスピー カ部

ガラス、スヒ ー カカノ〈ーは、 ~"i'IS 111111 交1~

H、子以外、はずす必要はありません。

く分解順序〉 〈組立順序〉

ガラス（3)

プラえ7：β（1) 

カノ〈ー

ガラス汗ISおよびスヒーカカノ〈一汗ISの分
解 ・組、工 )J法は次へージ以降を参！！伐 し
てください。

スピーカブロ ックのはずし方

（部品交換H、子以外、はずす必要はありません。）
．スヒーカブロ ッ クの榊にヒンセ y トの先を
引 っかけ、 l：にづ｜き｜二げ‘てはずし
ドライノ〈ーで全｝，＇i]を徐々にコジ i：げて
)J法ーもあり

せん。
＼， .。

胴 （也時の注意）

・ム ー ブメントを組み込む1ilfにボタンを外1lllJ
へ 押 しII＼した状態にして、ムープメント組
込みH、子にスイ ッチノ〈ネがつかえないように
してく fごさし、。

（ピンセットで内側から押 す ）

ボタン芹ISグ〉う〉角1f-.キ¥fl」工は 、
ボタン芹IS柿造概要及び取被
い万法 a覧表 Iを参照して
くfごさし、。
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3 -1 ガ ラスの はず し万

［ガラ ス、見切板の交換が必要な場合のみおこなって）

くださし、。 J 

• H同の内側にセーム皮を 当て、指で外側へ押してはず

します。

・手ではずれない場令は、 S-220を用いてはずします。

（はずしコマ ：ガ ラスはずしコマ（s寸61))
受コマ ：φ33.0ーφ35.0 } 

・イ丁図のようにビニー ルをしいてくださし、。

・見切板とカ。ラ スをいっ しょに押してはずします。

3-2 ガラスの剥i立て ）j

(1) フ。ラスチ ッ クノマッ キ ン をセ ッ トします。

・一 度使用したものは、 1Jf－使用せずに 、新しいプラ

スチ ッ クパッ キ ンに交換したくださし、。

・上下を間追えないように注意してください。

（図参照）

(2) 見切板をセ ッ トします。

・見切板の裏面を確実 に胴に密着させてくださし 一0

・外周のスキマが均ー になるようにしてくださし ι

(3) ガラスをセ ッ トします。

・上下を間違えないよう注意してくださし ι

（図参照）

(4) ガラスを押込みます。（s -220使用）
（押込みコマ ：平板 （S-173) ¥ 

受コマ ：φ28.0またはφ28.5)

セーム皮

カ’ラスはずしコマ（S-161)

ヵ・ラスはずしコマ

ビニール

受コマ

（φ33.0ーφ35.0)

プラスチックノぐッキン

／戸『、

胴へ

面取ηがせまい
カ．ラス

＼＼γ 
／／  

／／ /I 
// 

／／ ／／ 

面取ηが広い
。

（みがきあη） 月岡へ

~ 



3-3 スピーカカノ〈ーの交挽 ｝j法

スヒ－ tJ －／］一一1ーしてま＼
す。 スピーカカノ〈一、｜りlj}J'>f:シー トは交換II与以外 はず ｜

す必要はありません。 なお 、 スピーカカバーを交換 ｜

・スピーカカノ〈ーのはずし ｝j

i ）ス ピーカをはずし

（スヒーカのはずし Jiは 1iljのページ参！！伐）

ii ) JJlii] I人j11!1］のスピー カ火から .jljlしてはずし てく だ

し 。

（ポ ンス内の夕方ネなとを川 してはずすと ｛的

利です。 ／ 

iii) ll}j焼シー トが胴に接治 されていますので、アル

コールを しめしたイIiでむにし、て｜徐よし

｜徐よーしにくい場作は、大きめのドライパ一生存てい

肖IJリlf又ってく ださい。

・スピーカカバーのゑ且立て 万

i ） 接府内l を Jll·~ のスピーカカバー汗ISに喰イIi し

（ガラスJ安／｛'ff守lj S -310) 

スピーカ火付 近には快イJiしないでくださし 一。

ii ) Iり＇iI宅 シートを Jll••J には り 千Yけ

iii）史ーにその i二から岐泊所ljを椛イIJし 0 , .... lj；リ、

スピーカ火部付 近は、喰イIiしないように注なし

てくださし 。

iv）スピー カカノ〈一以 J(1jにも 、 スピーカプ〈に、1'1る汗IS

づ〉 を jlliけて 1~ ，，；守 1刊 を i:'t_ イI J－し

接 不n守ljがはみlI lないように注ぷし

v ）スピー カカノ〈ーを }Jlri］には I）イJけ

等て寸ljl えて 111• 1 ＇..としてくださし、。

。 ク リ ップ。

三戸

裏面に接 着 剤 塗 布 （はみ出しに注意）

穴付近 を避けて
接着剤を塗 布

3G2 

防塵シート



1 .構 造

1-1 ガラス部の構造

ガラスがプラスチックパッキンを介して胴に固定

されています。

1-2 外ブタ部の構造

ブタの12時、 6時位置の突起が胴の内側に喰い

付いており、外ブタは胴の外周に喰し、付いています。

2.注油

粧 類｜
O万単位｜. シリコングリース5

3. 分解 ・組立

〈分解JI贋序〉

⑧胴

⑨ 切換…ボタン

⑦中枠

⑥ム一刀ント
0 リュウズを引き出した

状態でムーブメントを

はずします。

⑤中乃パyキン

④ 中ブタ

（スピーカブロック）

0部品交換または修理が

必要なとき以外は分解

しないて’ください。

③電池
②電池パYキン

① 外ブタ

注油

C丈〉 標 、

デジタル筏術解脱外装編 3G2のあとにとじ込んでください。

ガラス

見切板

申ブタ

外ブタ

4G2 

中ブタノもyキン

※ガラス部とスピーカ部とボタ ン部の分解 ・
組立方法は、次めページを参照してくださ

く組立順序〉

② 

① 

⑧ 
あらかじめムーブメ ント

にセットしてから胴に組

込んでください。

④ 

⑤ 
中プタにセ ッ トしてから
中ブタと 一 緒に組込んで
くえゴさし、。

（組時の注意）

⑥ 

⑦ 
⑧ 

池パッキンが中プタの

溝に確実に組込まれてい
ることを確認してから外
フ’タを車且んでヤくださし、。

⑨ 

L、。

スイッチ’‘阜の先織は
中給の上に組み込まれ

ます．

0 中ブタパッキンの組む方向

f「

0中ブタの組込み方

0・池，fッキンの組む方向

I~ 
外ブタ

切換ボタン部の分解 ・組立は、ボタン部構
造概要及び取り扱い方法一 覧表III；を参照し
てください。



4. 方、ラス部の分解・組立方法

〈分解順序〉 〈組立順序〉

① ガラス

② 力三ごYク

⑧ 見切板

5. ボタン部の分解・組立方法

ガラスのはずし方

防水側締具（s -220） を用いては 見切板
ずします。

［』まずしコマ ：… …
( s一162)

受 コ マ ：カ、‘ラスが逃げられ

る千圭グ〉もグ〉

0 見切板を逃がしてガラスだけを

押してはずしてください。

0 受コマと胴の間にビニールをは

きんでください。

プラスチックパッキンの取り付け方

' 

0 一 度使用したものは再使用せず プラスチックパッキン

かならず辛斤しいプラスチ ッ クノマ

ッキンに交換してください。

0上下を間違えないように注意し

てくアごきし、。

ガラスの押し込み方

( s -220）を使用します。

受コマ ：胴の内一けら！

［押込み止時（S-173)

れるコマ

ヵ・ラス

用問へ

／ー＼

周司

0 スピー カ枠をはずす場合 はS-832を使用してくださし、。 ~ 

6. スピーカブロックの分解・組立方法

〈分解順序〉 く組立）I頂序〉

①蒜－---o ③

②~；.－；； 
⑧ 防塵シート

② 
① 
組み忘れないように

注意してく ださい。

／／／／ ｜ 

八／ 剖ノ s-832 

スピーカブロックのはずし方

0指で軽く放音板を押してください。（指サック使用）

放音板のはずし方

0 スピーカブ ロ ッ クかι
Jlx.=t件以をはずすときは、

セ ロテー プ などを使 用

して 政 計十反をはずして

くアごさ し、。

ニプ
@ 
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1 . 中持 j立

1-1 ガラス庁ISの .fiY~ ；立

ガラスカfガラス十WIノ、 ッキ ンの私有めイにで－ガ ラ ス示決に

lfえI）イ、j・けら jLており、比l;JJ,f）えて寸ljlし卜．げ．ら1していま

1-2 以フータ汗ISの中，vi；立
氏ーブタがJJl1i］の外 1.·~ に l白いイ、j · 1,. 、てい

2. 

3. 分解 ・組、

3-1 ガラス汗ISのはずしかた

交コマでJJl1i］を’立・け、ガラ

スはずしコマs-160をよι
切キ反のJi(1ftiにあて、 IW?k
illll余市l!.-( s -220）でガラ
ス汗ISをはずします。 この

II年、はずしコマのどさ点ノ

イプニゲミゾを JJl••l の巻 J'L

パイプ位置にイテわせてく

fごさし、。 。

キ：.~~ ~v, :,:: 
⑧ ri: ?111 ~だ II :

e

－
 
釘

3-3 ガラス庁ISの利l立てJi
く組立順序〉 1）ガラス紘にガラス航・ハ ツ

キンをセ ッ トし、 lχlのよ

うに比l;JJ,f）えを｛以来ILみ して

ガラスをガラス車公に.jljlし

(12)；~－：：スチy乙一

一 （：マ~11；；よ？）

3-2 はずしコ？の選びかた

見切板の以lfliに仙川する
はずしコマ （s -160）の
サイズカ－－~1J1:11 さ tしていま -

す。 (7）巻真付リュウズ

⑥中枠

⑤裏…キンー

⑧電池

② 
①電池ブタ

④ 

⑧ 

② 

① 

⑥ 
⑤ 

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

 

込み 。

見切板

2）ガラスキ求 （ガラス ・ガラ

ス術ハ ッキ ンイナ）の取り

イ、j・（ナ )j

・ 比 t;IJ 似のどさ（！.~ノ、イフニゲ

をJJl1i］めどさJ'.［.ノ大イ 7 {1/:li11~ に

イャわせて比t;IJ似 をセ ッ ト

し

－は l;JJ中'Ji.の 6II.円、／：;i11＇.にある

ラミ定~；＇TISにカー ラス示会ーグコミゾ

をイ？わせてガラス紘を.jljl

し.iAみます。

;• 
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1 .構造

1-1 ガラス汗rsのわ，'ff_泣

ガラスカルマッキンを介してガラス車汝で月間に I/ii定

れていまヲ。

t由

Ht 

③注？rh ~だ l 卜

見切板 J ”

実頁

. シリコングリース507JJj門主

3. 分解 ・如 、

（分解時の注意）

く組立順序〉

く分解順序〉 ⑪ 

⑩ 
① 
②電池

fこ主主」、

く ⑧ 裏ブタ• fl!IJあけをNiJIJし

（分解時の注意）

• 2本の｛｜多 l卜；ボタンをJ行でれI'
えた ；IJd~ で 1j1 れもをヒンセ ン

トではずします 修正ポタ
ンパネがとびJI'.すおそれが
あります。

セ
く
ン
て
ヒ
し
を
ず

分

立
川
で
の
ん

、
ノ
村
カ

一
揖
一
内
つ

一
生
来
で

一時
一
池
ト

一鮪
一
正

ン

一分一

えfさし、

（介解時の注意）

• _I,ιl;IJ中l:i.と’え・リングは ·i~に
な っています 分解する必
浜はありません

パッキン受リング

中卒学

ブタノ ~·；； キン

欠切
位
と

泣

タ

川
付
フ

い
凡
さ
～
民

、
ノ
チ
欠
て

一
諸
一
ン
切
せ
み

一
劃
一
ポ
タ
わ
込

一
時
一
の
フ
九
日
抑

一
回
一
州
主
を
を

④ 裏フタパンキン ⑧ 

⑤中枠

⑦ 

④ 

⑧ …ント

⑩ 見切板 ② 

（他時の注意）

• 2本の修正ボタンを折て判l
えた状態でセ ッ トし

（組立時の注意）

・斜［込み1iliにオシド IJを 「づ｜
きJI'. し 」 の状r~にしておき

・ムーブメントをセット後、

ロックスイ ッチボタンとオ
シドリが、かみ作っ ている
カイ首；，L包し

日夕ン行間分解キILル
ボタン汗IS榊 j立概要／えび取弛
い Jii-1ミー覧点 II、 Illを参照
してく fごさし、。
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ガラス部の分解・組立

（ガラス交換時のみ分解してくだ 、、，，，。、
av 

⑤ぉ －

く組立順序〉く分解順序〉

（分解時の注意）

fごさ」、。

⑥ （組立時の注意）

コジアケロカど12U寺1lllJになる
ように組立ててくださ い。

• 11l1Jあけを用いて分解してく

（分解時の注意）

. －／＂，，・いものもあります 。
②i~；上

⑧ガラス

④かン （町時の注意）

・iEしL、イ立世に侭Eコミにセット
してくスゴさし、。

（也時の注意）

・印刷してあるものもありま

す。方向を正しくセ ットし
てくスゴさし、。 ／＼  

⑥月同一
① 
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ヵ・ラスノぐッキン

の ／ キーボード

＠ ／／／  

／ 胴
／／ 

1 .構厄
キー

1 - 1 ガラス昔日の仰心丘

キーと キーボードがセ ッ トされたガラスが、

胴によりガラスパッキンを介して装ブタにl，勺

れています。

ガラス

／ 

1 - 2 袈ブタ宵ISの f·iYJ:~

哀ブタの12日与と 6u寺側の突起が胴の構に喰い

付いています。

才由
裏ブタ

2. 

種類 油 益

Cf>標 準企
..  シリコングリース50)j単も

3. 分解 ・組、

く分解順序〉

キーボードのはずし方

④…ード
⑤←（24コ）

く組立順序〉

胴のはずし方

⑧ 胴

（世時の注意）

(9） ボタンrns<T>切欠きを出ブタのポ
＼.~ノ タン位；i＇（ に令わせてください。

胴の組み込み方

1－・凶のように 千 で強く れIiし込ん
で長ブタと喰いイJーかせてくださ

r 、 し、。 下で喰ぃイナかない場作は1'1'
(8） し込み似（ s -220）を仰し
¥.._Vノ て丈ださい。

［この 3il'IS1'11'1 Ii i'ilS ＇，，＇交
J決~ 11.'.f 、／え Ui1'i· .J-,1~11.~0J..:J.、

外刀iJ々 にする必要｛
ありません。

⑥ ガラス

手fJlしi6みゴマ
S-160の
φ40. Omm  

／イー－ド
を幸甲さない

ように注意
してくださ

⑦ …パンキン

⑤ （Sー 173)
（他陣寺の注意）

ムープメント側の突起（25ヵ所）
の先端に汚れがないかチェッ・ク

⑧ してカら ねじれや浮きがな
いように正しくセットしてくだ
さし、。

L、。

ムーブメントのはずし方

シドリをピンセ ッ トで・l：か
ら1'11しながら、ボタ ン付どさj'J- ／云＼
を引き抜きます。 （月）ムーブメン卜

｜ボタン付巻真

。。
・4’ ／ヘ （組立時の注意）

(2 ） 表 ~~1111述えないでください。
＼乙／ （ヂらな1fliが表です。）

①電池ブタ

法
い

おと
要

解

は

。

方

さ

J

必
分
A
H

い

山
ア
叫
m
S
F

切

れ

州

出

ま

交

口

要

釘

↓意
一
村

、
。
常
り
り

油

概

を

一一
志
一

JU

F
辿

あ

た

注

造

亙
一（
U
I
斗
｜
L

明

表

一四一刀

一

．

2

①
ん
④
⑩
⑪

⑪ 裏ブタ

［~； ~止め輪J
⑧ ボ タン付組

② 電池
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1 .構定

1-1 ガ ラス音巳のお畦i宜

ガラスが見切板に よりガラスノマッキンを介して胴

に固定されて い ます。

2.注油

実頁

. シ リコ ングリース50万単も

C>セイコー ウオ ッチ油 S- 6 中梓z

3. 分解 ・組立

（分解時の注意）

・ムーブメ ン トに固定 されて

いますの で、ムー プメ ン ト

と一 紺にはずれます。

（分解時の注意）

・ボタ ンJ1:メ輪、ボタ ン をは
ず してから、はずしてくだ
さし、。

く分解順序〉

①
 ②電池

④ ゎパンキンー

⑤中枠

⑨見切板

⑩？；：以j’
⑦ ポタン止メ輪

く組立順序〉

⑫

⑪

⑩

⑨

 
ぐわ （同 市）
＼，ノ ・ムーブメントにセットして
ー から 、ムーブメン卜と－紡

に創ljム／して”く t.：：詳し

⑧ （向 の注意）

・ムーブメントをMlむ 1iijにポ
タンを外 1111］へ1111しII＼してお
いてください。

④ 

⑧ 

⑥ 

⑤ 

② 
① 

（臨時の注意）

・ボタン ・ボタン l卜ーメ事翁は｝よ

l;JJfti を主flj~主 Ivt.:: 1＆＇こ斜ljム／し
でいく t.：：~ ~ 

ボタン msの分解 ・ 来IL 也：·~、
ボタン汚IS柿 j立概要／えびi以拙
い ）ji-Jミーはぷ－ Iを参！！（（して
くfご芦し、


